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講義概要 (教科書 p1–3も参照)

・試行と事象について。

・根元事象と標本空間について。
標本空間Ωは標本点（ωの記号をよく用いる）をすべて集めた集合であり、事象は標本空
間の部分集合として表される。

・全事象Ω, 空事象 ∅, 和事象A ∪B, 積事象A ∩B, 余事象Ac.

・排反事象：A ∩B = ∅, 部分事象：A ⊂ B.

レポート問題 以下の [1]の解答を、次回の授業のはじめに提出して下さい。（授業
に関する要望・質問等があれば、レポートの余白に記入して下さい。）

[1] n ∈ Nとする。事象A1, A2, · · · , An, B1, B2, · · · , Bnが、任意の k = 1, 2, · · · , n に
対してAk ⊂ Bkをみたすとする。このとき、∪n

k=1Ak ⊂ ∪n
k=1Bkを示せ。

補充問題

[2] 事象A,B,Cに対して次を示せ。

(1) Ac ∪ (Bc ∩ C) = (A ∩B)c ∩ (Ac ∪ C).

(2) (A ∪Bc) ∩ (B ∪ C) = (A ∩B) ∪ (A ∩ C) ∪ (Bc ∩ C).

[3] 事象A,B,C,Dに対してE = Ac∩B, F = Ac∩Bc∩C, G = Ac∩Bc∩Cc∩Dとおく。

(1) A ∪B ∪ C ∪D = A ∪ E ∪ F ∪Gを示せ。

(2) A,E, F,Gは排反であることを示せ。
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